
このリ ーフレットでは、令和5年度複式教育推進指定校事業の推進指定校の取組を
中心に複式学級指導の充実のための事例等を紹介します。

（公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律第3条2)

そこで島根県教育委員会では、複式学級の児童生徒数について
独自に以下のように定めています。

喝 9累誓甕言塁輩喜二言言i讐
8人）

中学校 特別支援学級を除き、生徒数8人以下であってもすべ
て「単式学級」として編制する。

隠岐の島町

西ノ島町 、3

(
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※学校の位置はおおよその
位置を示しています。

島根県全体で、58校、全体の約3割が複式学級を有する小学校です。
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令和 6年3月島根県教育委員会

　児童又は生徒の数が著しく少ない場合、数学年の児童又は生徒を１学級に編制する

ことができます。そのように編制した学級を「複式学級」といいます。

（公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律　第３条）
・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１学級の児童又は生徒の数の基準は、法律に示す数を標準として、都道府県の教育
委員会が定めることとされています。

◆複式学級の編制に係る法律等

複式学級の児童数は16人（第1学年を含む学級は8人）

すべて1・2年、3・4年、5・6年の組合せで編制する。

特別支援学級を除き、生徒数が8人以下であっても

すべて「単式学級」として編制する。



［ 複式教育推道指定校事業の目的 ］ 
複式教育の充実を図るために、県内の小学校に推進指定校を設定して、効果的な学

年別指導のあり方を研究するとともに、その成果の普及を図り、教員の指導力向上に

資する。

［ 令和5年度推進指定校 ］ 
安来市立布部小学校・飯南町立志々小学校・邑南町立口羽小学校
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〇間接指導につながる直接指導（布部小）

子ともの考えを丁寧に尋ね、表し方をいっしょに考える

．．． 

` ̀’̀‘’‘’ 
9 ̀  CI 

`̀ ` 
` ‘̀. ~̀’ 

ー

／

／
 

＼
 

I
.
 児童の実態を踏まえ、目標を達成する児童の姿をイメージして、既習事項を可視化したり、図や絵で示すこと

を繰り返し行ったりすることを通した

取組を行いました。

児童は、提示された課題を受けて

既習事瑣を振り返りながら、図や絵

を用いて、対話しながら学習を進め

ていました。

意園的な積み重ねが学習スタイ

ルの確立につながった効果的な事例

です。． 
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〇朗確な意図をもち、積み重ねを大切にした間接指導（口羽小） ／ 

教師がモデルになってガイド学習体験

間接指導時に、子どもたちの動きをみて、つい直接指

導を行いがちです。

口羽小学校では、「この間接指導でどんな力をつけた

いのか」を明確にして、間接指導を実施しました。

授業を通して、子どもたちにどのような力を育むのか

を職員が共通理解を図り、そのためにどのような手立て

をとるのか明確にすることが大切です。

閻接指導の場は、児童の自発的な学習態度を育てる

ための絶好の指導の場です。

日々の学習から、問接指導の時間の学び方について、

「ガイド学習の進め方」などを児童に示すとともに、教師

がモデルになるなど繰り返し実践を積み重ねました。

問接指導の充実には、明確な意図をもった指導の積

み重ねが大切です。

〇実態を活かした「まとめ」 （志々小）

学年1名の「まとめ」の工夫

複式学級では、在籍児童数の少なさをデメリットと捉えられることがあ 1,1 

ります。

志々小学校では、 5年生1名、 6年生4名で学んでいます。

5年生の学びを深めるために、学習の終末にまとめとして6年生に説明

する時閻を設定しました。

自信をもって説明し、 6年生が自然と拍手をして受け止めていました。

この取組は5年生の児童の自分の言葉で説明しきる力や自己肯定感を高

めると同時に、温かい支持的な学級風土づくりにつながります。学級の

実態とつけたい力を明確にとらえた素睛らしい取組です。

0カイド学習で育てたい力を明確にした間接指導（志々小）

ガイド役だけでなくフォロワー役も共に育成を図る

ガイド学習は、間接指導をより充実させるために考え出された学習

の形態の1つです。ガイド学習を通して子どもたちにつけたい力を明

確にし、実践することが大切です。

ガイド学習の手引きを示すなどガイド役の児童への指導・支援を充

実させていました。

また、フォロワー役の児童への指導・支援を充実させ、ガイド役の

児童とフォロワー役の児童が一体となって学習に取り組めるようにエ

夫していました。
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〇子ともが進め、まとめるカイド学習（布部小）

ガイド学習が身についてきた学年には、

自分たちで進め教科書を超える内容を学習した体験

学年別指導において「どちらの学年もまんべんなく」と捉えて指導すること

が多いですが、本実践では担任の明確な意図のもと、片方の学年に集中し

て支援する展開がみられました。

集中的に支援を行うと決めた学年では、直接指導を行うのではなく、あく

までも同時間接指導を大切に、児童役になり切った関わりを徹底しました。

もう一方の学年では、既習事項や積み重ねてきた学びのスタイルをもと

に、ガイド役とフォロワー役がお互いに声を掛け合い、学習を進めました。疑

問に思ったことはお互いに尋ね合い、困っている児童には声をかけることが

できていました。

学習の積み重ねにより、担任の直接的な指導がなくても主体的に学びを

深めていました。

〇学びを振り返り、既習事項を活かすことが

できる珊境つくり（志々小）
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ガイド学習を通して間接指導が充実したものになるように、児童が解決の見通しを得られる支援や学習環境づ

くりをすることは大切なポイントです。

志々小学校では、既習事項を確認するための掲示物を作成したり、自分の考えを全体で共有するためにICTを活

用したりして、学習環境づくりに配慮していました。複式学級のみならず、単式学級でも大いに参考になる点です。

〇明日への学びへの意欲をもたせる教師の評価（布部小、窓々瓜口羽lJヽ） ／ 
間接指導の時間は、児童にとっては「担任の先生がいない時間」です。その中で児童は、自ら学んだり、協働

して学んだりしています。

間接指導時に丁寧に子どもたちの様子を観察し、直接指導の場面、学習のまとめの場面などで評価すること

を日々の授業において、繰り返し行いました。

学習に向かう意欲、回や絵を用いた課願解決の過程、ガイド学習時のきらりと光る点など、児童は日々の授

業をとおして大きく成長しています。その

成長に気づき、認め、褒め、育てようと3

校の職員は意識して取り組みました。

この職員の丁寧な観察に基づいた、

温かい言葉の評価を通して、子どもたち

は学びへの自信や意欲をもつことにつな

がります。
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： まずは児童の実態把握から ］ 
3校の取組は、以下に示すように丁寧な実態把握を基に、つけたい力を明確にし、そのために具体的に何を

するのかを大切にした取組です。この点は、複式学級、単式学級の違いはなく、教育の基本となります。児童の

実態把握には、教師の日々の観察が欠かせません。観察したことを基に児童のことを語り合う職員集団である

ことが求められます。
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上記の力を育めるようにする。

•••• ••••••

．

．

．

 

．

 






